
２．地域の活性化（中期経営計画実績）

◇小学生を対象とした米作を通じた食農教育の実施

◇スイートコーンの収穫体験

◇児童を対象とした親子参加型の交通安全イベントの開催

◇中・高生を対象とした交通安全スタント教室の実施

◇女性を中心に食と農を基軸とした活動や暮らしをベースにした様々な活動の実施

◇年金友の会研修旅行の実施

◇ゴルフメイトの開催

◇グラウンドゴルフ大会の実施

○地域の児童や学
　生を対象とした
　食農活動や交通
　安全教室等の実
　施

基本
目標

重点実施
事項

具体的な取組取組経過

実施

食農教育等
の継続実施

実施

同左

－

同左

平成28年度平成29年度平成30年度

○利用者参加型の
　事業展開

地
域
の
活
性
化

地
域
と
の
絆
づ
く
り

実
績

計
画

実
績

計
画

同左

－ 実施 実施

事業の
継続実施

同左

◇グラウンドゴルフ大会の実施

主婦大学「テラリウム」作り稲刈り体験

ＪＡ麻植郡は組合員の皆さまの

声をもっと大切にして

いきます‼
アンケートご協力の
お願い

ＪＡが地域の農業振興や暮らしやすい地域づくりに貢献して

いくため、組合員の皆さまのご意見を聞かせてください。

いきます‼
私たちは、協同して自らの農業経営や地域の農業振興、暮らしやすい地域づくりを実現していくＪＡの目的に

賛同する農家と地域住民の集まりによる、協同組合です。

協同組合であるＪＡで最も大切なことは、組合員の範囲や事業の内容など大事なことは、組合員が決めるとい

うことです。

ＪＡ麻植郡では、地域の農業振興や暮らしやすい地域づくりに向けて、組合員の皆さまの声をもっと大切にして

いきます。

つきましては、組合員アンケートを通じ、組合員の皆様のご意見をお伺いしたいと考えておりますので、ご多忙

のことと存じますが、ご協力いただきたくお願い申し上げます。

お願い

ＪＡ麻植郡

平成３０年１２月

ＪＡ麻植郡



１．農業者の所得増大・農業生産の拡大（中期経営計画実績）

○販売高の増大 ◇品目別振興計画による農業生産の拡大（ブロッコリー・レタス・スイートコーン）

○生産拡大 ◇直接・買取・契約販売の拡大による有利販売の実現（レタス・野沢菜等）

○消費拡大 ◇消費地でのＰＲイベントの実施

○集出荷の効率化 ◇ＪＡ間連携による共同選果体制の構築

○コールドチェー
　ンの有効活用

◇製氷機の導入

○担い手に出向く
　体制

◇ＴＡＣ　担い手全戸訪問活動

取組経過
重点実施

事項
基本
目標

具体的な取組 平成28年度 平成29年度 平成30年度

販
売
体
制
の
強
化

計
画

実
績

販売高
17.8億円

販売高
18.8億円

販売高
17.8億円

販売高
17.4億円

受託面積
18ｈ

受託面積
17ｈ

農
業
者
の
所
得

販売高
18.8億円

－

担
い
手

計
画

受託面積
19ｈ

○個別支援 ◇ＪＡグループ徳島担い手応援プロジェクト事業の実施

○農業経営による
　省力化支援

◇作業受託・農機レンタル事業の充実・無料職業紹介所

○育苗事業の充実 ◇育苗センターでの稲苗・野菜苗の受託

○大口利用者向け
　の奨励制度

◇肥料・農薬購入の大口利用者への奨励措置

○入札制度の導入 ◇入札制度の実施（農薬・出荷資材）

○ＰＢ商品の開発
　供給

◇ＰＢ（プライベートブランド）低価格商品の開発・提供

－

受託面積
19.8ｈa
経営面積
20.0ｈa

受託面積
16.7ｈa
経営面積
20.1ｈa

18ｈa17ｈa得
増
大
・
農
業
生
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の
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大

生
産
資
材

コ
ス
ト
の
低
減

計
画

実
績

－
奨励件数

29件
奨励件数

27件

同左同左
肥料・農薬

購入者を対象

手
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

実
績

画 19ｈa

ＪＡ麻植郡の取組方針

創造的自己改革への挑戦
～農業者の所得増大と地域の活性化に全力を尽くす～

JA麻植郡では、平成２８年度に中

期３カ年計画を策定し、自己改革

に取組んでまいりましたが、今以

上に改革のスピードを速め、組合

員や地域に必要とされるJAとなる

よう一丸となって取組を進めます。

創造的自己改革への挑戦
～農業者の所得増大と地域の活性化に全力を尽くす～

農業者の所得増大 農業生産の拡大 地域の活性化

最重点分野

農業者の所得増大

１円でも安く品質の

良い生産物資の提供

○共同購入事業による一般入札

○プライベートブランドの開発

○予約購買の推進

農業生産を支える

取組み

○営農指導員の育成

○土壌診断に基づく適正施肥

の推進

１円でも多い生産者の

手取り確保

○直接販売・買取販売による有利

販売

○品目別振興計画の策定・展開

JA麻植郡では、平成２８年度に中

期３カ年計画を策定し、自己改革

に取組んでまいりましたが、今以

上に改革のスピードを速め、組合

員や地域に必要とされるJAとなる

よう一丸となって取組を進めます



１．農業者の所得増大・農業生産の拡大（中期経営計画実績）

○販売高の増大 ◇品目別振興計画による農業生産の拡大（ブロッコリー・レタス・スイートコーン）

○生産拡大 ◇直接・買取・契約販売の拡大による有利販売の実現（レタス・野沢菜等）

○消費拡大 ◇消費地でのＰＲイベントの実施

○集出荷の効率化 ◇ＪＡ間連携による共同選果体制の構築

○コールドチェー
　ンの有効活用

◇製氷機の導入

○担い手に出向く
　体制

◇ＴＡＣ　担い手全戸訪問活動

取組経過
重点実施

事項
基本
目標

具体的な取組 平成28年度 平成29年度 平成30年度

販
売
体
制
の
強
化

計
画

実
績

販売高
17.8億円

販売高
18.8億円

販売高
17.8億円

販売高
17.4億円

受託面積
18ｈ

受託面積
17ｈ

農
業
者
の
所
得

販売高
18.8億円

－

担
い
手

計
画

受託面積
19ｈ

○個別支援 ◇ＪＡグループ徳島担い手応援プロジェクト事業の実施

○農業経営による
　省力化支援

◇作業受託・農機レンタル事業の充実・無料職業紹介所

○育苗事業の充実 ◇育苗センターでの稲苗・野菜苗の受託

○大口利用者向け
　の奨励制度

◇肥料・農薬購入の大口利用者への奨励措置

○入札制度の導入 ◇入札制度の実施（農薬・出荷資材）

○ＰＢ商品の開発
　供給

◇ＰＢ（プライベートブランド）低価格商品の開発・提供

－

受託面積
19.8ｈa
経営面積
20.0ｈa

受託面積
16.7ｈa
経営面積
20.1ｈa

18ｈa17ｈa得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大

生
産
資
材

コ
ス
ト
の
低
減

計
画

実
績

－
奨励件数

29件
奨励件数

27件

同左同左
肥料・農薬

購入者を対象

手
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

実
績

画 19ｈa

ＪＡ麻植郡の取組方針

創造的自己改革への挑戦
～農業者の所得増大と地域の活性化に全力を尽くす～

JA麻植郡では、平成２８年度に中

期３カ年計画を策定し、自己改革

に取組んでまいりましたが、今以

上に改革のスピードを速め、組合

員や地域に必要とされるJAとなる

よう一丸となって取組を進めます。

創造的自己改革への挑戦
～農業者の所得増大と地域の活性化に全力を尽くす～

農業者の所得増大 農業生産の拡大 地域の活性化

最重点分野

農業者の所得増大

１円でも安く品質の

良い生産物資の提供

○共同購入事業による一般入札

○プライベートブランドの開発

○予約購買の推進

農業生産を支える

取組み

○営農指導員の育成

○土壌診断に基づく適正施肥

の推進

１円でも多い生産者の

手取り確保

○直接販売・買取販売による有利

販売

○品目別振興計画の策定・展開

JA麻植郡では、平成２８年度に中

期３カ年計画を策定し、自己改革

に取組んでまいりましたが、今以

上に改革のスピードを速め、組合

員や地域に必要とされるJAとなる

よう一丸となって取組を進めます



２．地域の活性化（中期経営計画実績）
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◇スイートコーンの収穫体験
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